
 

学校教育目標「豊かな人間性とたくましく生き抜く力を身につける子どもの育成」 

私が出会った素敵な子どもたち 
 朝，学校に着くと，２０人以上の子どもたちが落ち葉を掃いたり拾ったりして，玄関前

のそうじをしていました。「おはようございます。えらいね。」と声をかけると，元気な声

であいさつが返ってきました。頭の隅では，「こんなに朝早く，どうして落ち葉掃除をして

いるのだろう？」と思っていました。後で職員に確認すると「あの子たちは吹奏楽部の子

どもたちで，以前，先輩たちがやっていたのを覚えていたんです。」と教えてくれました。

以前，先輩方がしていたことを思い出して自主的に始めたようです。誰に言われたでもな

く，気がついて，すぐ掃除を始められたことは大変素晴らしいことだと思いました。 

５年生 JR 出前授業を行いました 

 ５年生の社会科に「未来とつながる情報」という単元があり，テレビ局で番組ができる

までの勉強をしたり，情報通信技術がどのように使われていたりするかを学習します。 

一昔前は，情報を得る方法として，テレビや新聞，雑誌などが主流で，私が子どもの頃

は，毎朝，新聞が郵便ポストに届き，父親が新聞を読んでいる姿がありました。また，夕

食後の一家団欒の時には，家族全員でテレビを囲み，ドラマや歌番組，ニュースなどを一

緒に観ていたものでした。狭い範囲にある限られたコンテンツから選んでいることから，

学校での話も決まったものになりがちでした。また，みんなが同じものを観ているので，

流行ったニュースやドラマ，歌などは，老若男女誰もが知っていたり歌うことができたり

しました。 

現代はどうでしょう！？情報を得る手段は多種多様で

す。今は，インターネットを経由する情報機器から，多種

多様な情報を得ることができます。スマホひとつとって

も，手元で辞書になり，ブラウザになり，カメラになり，

スケジュール管理ができ，ゲームができ，電話になり，ナ

ビゲーションになりなど，ありとあらゆることができるよ

うになりました。スマホさえあれば大抵のことはできま

す。しかし，これは一端末であり，本当にすごいのは，そ

のネットワークを自由に使えるために，アイデアを出し

て，より良く使いやすいものを考え実現したり，安全で安

心なネットワークを維持したりすることだと思います。 

さて，１２月も半ば，１５日に，５年生が JR の方１３

人をお招きし，情報通信についての出前授業を行いました。今回は，電車に乗るときの料

金の払い方，切符など駅での処理の仕方などについて，「手作業と自動販売機を併用してい
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たころ」と「Suica（スイカ）で全てができるようなった現

代」との比較をすることで，どのくらい便利になったのか

学習をしました。実際に切符と Suica（スイカ）を使った

体験をすることで，便利さや速さ・簡単さを子どもたちも

実感できたと思います。この便利さは，実は情報通信技術

によって支えていることも学びました。 

このように一部を取り上げても，通信網を使って情報の

やりとりをしていることを学ぶことができました。周りに

あるものを見ても，スマホ，電子マネー，通販，光熱費の

支払い，店屋の仕入れなど，本当に多くのものに通信網が

使われていることがわかります。 これからも，さらに増え

ていくことが予想されます。便利なものですが，使い方を

間違えると大変なことになりかねません。早い時期から，

正しい知識を持って使っていきたいです。 

考えたことをたくさん描いてみよう！ 

 ４年生の図工の絵画の指導で，長塚の画家 長田まさと 先生をお招きし，絵の描き方を

教えていただきました。長田さんは，ヨーロッパに渡り，油絵の勉強をしたそうです。作

品は，フランス，イタリア，ベルギーなどヨーロッパ各地の印象的な風景が中心に描かれ

たものが多いそうです。実際に見せていただきましたが，色が鮮やかで，構図の取り方が

素晴らしいものばかりでした。 

今回の授業では，子どもたちに主題（描く対象）を選ば

せ，クレパスや絵の具を使っての作品作りを指導していた

だきました。そこでは，いくつかのポイント「大きく大胆

に」「気持ちを込めて」「自分の好きな色で」「リズミカル

に」「色の濃淡」「色つけの順」などを教えてもらいました。

また，この授業では，長田先生が実際の作品の一部を持参

し，子どもたちに見せながら指導もしていました。実際の

描く場面になると，子どもたちは思い思いに描きたいもの

を考え，大胆に伸び伸びと作品作りを始めました。しかし，

多くの子どもたちが迷ったのは，絵の具を使った色塗り

で，水を絵の具にどのくらい混ぜたらいいのか，どうやっ

て塗るときれいに仕上がるかだったように感じました。そ

んな子どもたちを見て，長田先生は，一人一人の作品を見

回りながら，子どもたちが苦労している色の濃淡につい

て，指導していました。最後には，多くの作品が仕上がり

ました。 

２時間という短い時間でしたが，専門家による専門的な

指導を受けることができたことは，子どもたちにとって貴

重な体験でした。本当にありがとうございました。 

 

 


